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乗務員のみなさん！ これで良いのでしょうか？  
 乗務員が乗務を終え、退出点呼で乗務報告書にもとづ

いて報告をしたところ運転助役が報告書を見て、ズッ
ト書いていないのに書くんですか、誰かに指示された
んですか、意識改革をしたんですか等々聞くに堪えな

い発言がありました。一生懸命安全・安定輸送のため
に努力してきた乗務員に対して助役がなぜ、この様な
ことを言うのでしょうか。難癖としか言いえません。  

助役はこれまで「報告がない」「指示されたことを
書くように」「主任として仕事をしているんですか」
等と繰り返してきました。にもかかわらずこのような

ことを言うのには理由があるはずです。もしかして、
乗務報告書は書かなくても良くなったのでしょうか。
それとも、乗務報告に対する会社の考え方が変わった

のでしょうか。会社は考えを明らかにするべきです。  
 わたしたち東海労は「新しい人事・賃金制度」以降、
特に「主任レポート」による異常な労務管理に反対し

ています。その理由は、社員同士を監視させることに
なるからです。だから動く監視カメラはいらないと言
いつづけているのです。  
  
わたしたち東海労は、異常な労務管理に反対です。 
助役の異常な質問に抗議し、撤回を求めます。   
全ての乗務員のみなさん！  
おかしいことは「おかしい」と言いましょう。  


